
1 点 _ 


八ブや ルータ （必須) 


室内温度 15° C 〜 25° C の 
範囲が保てる場所での 
使用をお勧めします。 


添付の電源コードが届く 
範囲にあるコンセン 
または UPS 


AC 100 V 、 平行二極 
アース付きのコンセ 
ントまたは UPS 


水平でじようぶな床の上 




最後に 

コンセントへ 
(必須) 

添付の電源 

コード 



腐食性ガスの発生する環境で使用しない 
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ラックを設置する 


本体は EIA 規格に適合した19型 
(インチ)ラックか、卓上に設置して使用しま 
す。ラックに設置する場合は、次の条件を 
守ってラックを設置してください。 

ラックの設置は必ず複数名で行っ 
fm てください。 




オプションの電源ユニット 
に添付の電源コード 


+ LAN ポー M を必ず運用時のネットワークに接続してください。初期導入時のセットアップ 
tim では、 LAN ポート1(システムからは ethO ポートとして扱われます）を使用してセットアッ 
プを進めます。 LAN ポート 2( ethl ) は初期導入のセットアップを完了後、 Management 
Console の[システム] — [その他] — [ネットワーク]で設定できる拡張用ポートです。 


引き続きシステムのセツトアップをします。 裏面をご賞ください。 


NEC の許可なく複製 • 改変などを行うことはできません。 

このマニュアルは再生紙を使用しています。 


添付品を確認する 


梱包箱を開け、添付品がそろつていることを確認してください。 


本体 

電源コード XI 

フロントべゼル 

セキユリテイキー 

(フロントべゼルに貼り付けられています） 

ラック搭載用取り付け部品 

(ユーザーズガイド* 1 参照） 


• Y ケーブル （ KB / MS 用） • 

• ソフトウェアパッケージー式 • 

(バックアップ CD - ROM * 1 を含む） • 

• EXPRESSBUILDER パッケージ* 2 • 

• SystemGlobe DianaScope 
Additional Server Licenced ) 
( DianaScope のライセンス） 


お客様登録申込書 

保証書(本体梱包箱に貼り付けられています） 

使用上のご注意 

スタートアップガイド(本書） 


dm 


添付の CD-ROM およびインストール/初期導入設定用ディスクは、再セツトアップの時に必 
要となりますので大切に保管しておいてください。 


*1 パックアップ CD - ROM の中には r ユーザーズガイド」や各種オンラインドキュメントも格納されています。 

ユーザーズガイドやオンラインドキュメントは Adobe Reader で閲覧できる PDF ファイルです。 

-2 EXPRESSBUILDER パッケージの内容については EXPRESSBUILDER 内の添付品一覧を参照してください。 
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ユーザーズ ガイドを読む 


ユーザーズガイドはバックアップ CD-ROM の中に格納されています。ユーザーズガイドは 
Adobe Acrobat Reader で閲覧できる PDF ファイルで、 HTML ファイルから表示させることがで 
きます。 


く バックアップ CD - ROM >:/ manual.html 

ユーザーズガイドでは、本装置を安全に取り扱うための注意 
事項や Sfa/tup G リ / de では記載されていないセットアップに 
関する詳細な説明、運用やアップグレードに関する説明が記 
載されています。また、「故障かな？」と思ったときのトラブ 
ル回避の手段やサービスに関する情報も記載されています。 
本装置を取り扱う前にぜひお読みください。 


像 


PDF ファイルを閲覧するためには、 Adobe 日本語版 
が必要です。 Adobe Reader はアドビ社の Web サイ 
卜から無償でダウン□ー ドすることができます 
( http :// www . adobe . co . jp ) 〇 


1 m ^ オナンヨン ▼ x 
|瞌表紙 

0您使用上のご注意-必1 
您はじめ(こ 
田您本害について 
您付属品の確認 
咳第三者べの譲渡につし 
嗒消耗品•装置の廃棄(: 
ta 目次 

[^ユ-ザ-登_絃しましょ 
嗒オンラ<ンドキュメントにI 
峰1 InterSec シリ-ズにつ d 
ハードウェアの取り扱I 
田趣3システムのゼツトアツブ 
田您4システムの管 i 里 
叫您5保守 • 管理Vフトゥェ 
_ 6システムの拡張とコン： 
0^7故陣かな?と思ったこと妾 
瞄付録 A 仕様 




II MJ . P M I 〇 。 I [T H h 


製本されたユーザーズガイドが必要な場合は、もよりの販売店、またはお買い求めの販売店 
にお問い合わせください。また、ユーザーズガイドは、 NEC の Web サイトからダウンロード 
することができます （ http :// nec 8. com / — [サボート情報]をクリックしてください）。 



レールアセンブリを取り外すと、本体にはネジで固定さ 
れたインナーレールのみが付いた状態となります。 



レールアセンブリは、取り外したインナーレールに再 
度取り付けます。どちら側のインナーレールから取り 
外したものかわかるように印を付けるなどして区別し 
てください。複数の本装置を設置する際もどの装置の 
どちら側のインナーレールから取り外したものがわか 
るように区別してください。 

レバーやレールで指を挟まないよラ十分注意してくだ 
さい。 


^ Empi 

^Startup Guide 


owered by Innovation NEC 


箱を開けてから本装置の初期設定を完 
了するまでの手順を説明します。 

このスタートアップガイドに従って作 
業してください。 


スター トアップガイド 


856-124045-641-00 2005年11月初版 


1111111111111111111111111 ^ 


2 4 0 4 5 - 6 4 


© NEC Corporation 2005 


Express 5800 /CS500b 


はじめにお読みください 


I 

2晶 

ethl 




® 前面と背面をネジで 
固定する（各2本)。 


® レール固定ネジを固定する。 

5 S 左右のレールアセンブリの 
スライドレールをロックさ 
れるまで引き出す。 






A 安全に関するご注意 



装置を セッ ト アップする 前に 「ユーザーズガイド」 の 
r 使用上のご注意-必すお読みください - j 
をお読みの上、注意事項を 守って正しくセッ ト アップしてください。 

• ぬれた手で電源プラグの抜き差しをしないでください。感電するおそれがあります。 

• 内蔵型オプションの取り付け • 取り外しは電源コードをコンセントか5抜いて行つてください。 

• 雷が鳴り出した5ケーブル類を含め装置に触らないでください。落雷による感電のおそれがあります。 

• 「ユーザーズガイド J に記載されている内容を除き、分解•修理 • 改造を行わないでください。 


△注意 


持ち運びの際は2人以上で装置の底面をしつかりと持つて運んでください。 

水、湿気、ほこり、油、煙の多い場所、また直射日光の当たる場所に設置しないでくださ L 
装置に添付されている電源コード以外を使用しないでください。 

電源コードは指定の電圧、コンセントに接続してください。 

電源コードはタコ足配線にしないでください。 
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本体を取り付ける 


本体をラックに取り付けます。ユー 
ザーズガイドの2章を参照してください。 

^ラックの設置や本体の取り付けは必ず 
Om 複数名で行ってください。 

[ E 本装置の添付品から、 M 5 ネジ (8 本）と M 5 コアナツ 
卜 （10 個）を用意する。 


x 8 
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LU 本体前面部の両側にあるセツトスクリューを回し 
て、裏側に取り付けられているコアナツトを取り外 
す。 



本体の運搬時にスライドレールが外れないように 
セットスクリューとコアナットで固定されていま 
す。ラックへの取り付け前に左右に付いているコア 
ナットを取り外してください（コアナットを手で 
しっかりと持ちながらセットスクリューを回してく 
ださい)。 

LU 本体左右に取り付けられているレールアセンブリを 
取り外す。 

取り外しの途中でレールがロックされます。レリー 
ズレバーを押して、ロックを解除しながら装置後方 
ヘスライドさせてレールを取り外してください。 


® ラックの前後のマウントフランジにコアナツトを取り 
付ける。 


1 U 

1 U 


%) 


前面側 


P 

吕。 

D 

禪。 

喈。 

P 
P 〇 

P 


背面側 


1 U 

1 U 


コアナットは前面側に各3個、背面側に各2個を取り付 
けます。本体はラックの 「2 U 」 分の高さを使用します。 
レールアセンブリは 2 U のうち、下側の 1 U に固定しま 
す（ラックのフランジ部には1 U 単位に刻印などの印が 
あります）。 

® レールアセンブリの形状を見て、右用と左用を確認す 
る。 



〇 2人以上で本装置をしっかりと持ってラックへ取り付 
ける。 

本装置側面のインナーレールをラックに取り付けた 
レールアセンブリに確実に差し込んでからゆっくりと 
静かに押し込みます。 

途中で本装置がロックされたら、側面にあるレリーズ 
レバー(左右にあります）を押しながらゆっくりと押し 
込みます。 

初めての取り付けでは各機構部品がなじんでいないた 
め押し込むときに強い摩擦を感じることがあります。 
強く押し込んでください。 



51本装置を何度かラックから引き出したり、押し込ん; 
りしてスライドの動作に問題がないことを確認する C 


51本体をラックへ完全に押し込み、前面の左右にある 
セツトスクリューでラックに固定する。 



セツトスクリュー 


以上で完了です。 


® レールアセンブリのレールを固定しているネジをゆる 
める（手順回の図を参照）。 

ラックの奥行きに合わせて長さを調節するためです。 

[ D コアナットを取り付けた場所にレールのフレームを合 
わせる。 

コアナットとレールのフレームでラックのフレームを 
挟むよラに位置させ、レールの長さを調節してくださ 
い0 
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ケー ブルを接続する 


本体背面に LAN ケープルを接続した後、添付の電源コードを接続します。ユーザーズガイド 
の2章を参照してください。 

八プや ルータ （任意） 


途中で「カチッ」と音が 
して□ツクされます。 



ラック内の他装置と隣接する位置に本装置を取り付け 
る際は、他装置と本装置の筐体が干渉していないこと 
を確認してください。もし干渉している場合は、他装 
置と干渉しないよラ調整してレールアセンブリを取り 
付け直してください。 

スライドレール部分の動作を確認してください。スライド 
レールがラックのフレームに当たり、引き出せない場合 
は、スライドレールを取り付け直してください。 








□□□□□□□□ A 

□□□□□□□□ 

□□□□□□□□ 

□□□□□□□□ 

□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□ 

@@ □□□□□ s ) 
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m 入設定情報を作成する 


本装置をインターネット装置として運用するために最低限必要となる設定情報が保存された 
ディスクを作成します。添付の「インストール/初期導入設定用ディスク」と Windows XP/ 2000が動 
作するコンピュータを用意してください。詳しくはユーザーズガイドの3章を参照してください。 

3 ] Windows マシンを起動する。 

@フロッピーディスクドライブに添付の「インス 
卜ール/初期導入設定用ディスク」をセットする。 

インストール/初期導入設定用ディスクはライト 
プ□テクトされていない状態にしてください。 

® エクスプローラなどからフロッピーディスク 
ドライブ内の「初期導入設定ツール 
( CSNConf . exe )」 を起動する 0 

初期導入設定ツールが起動します。ツールは 
ウィザード形式で進みます。入力した内容が 
間違っている場合は先に進めません。警告 
メッセージに従って入力内容を確認 • 修正し 
てください。 


ファイル®編集®表示秘 


| JA ) ヘルブ ( U ) 

O 

知戻る▼■►，勾 1 效桷索 



アドレス® 3 . 5 インチ FD ⑻ 



J 夕移 

フォルダ ‘ 



^ 3 デス外ッ r 
由自マイド+ュメント 
白®マィコンピュ-夕 

由 ^ 趣 BBEUSBiSI 

:由 13 ローカルディスク （ C :〉 

；$ 通 CD-ROM ( R ) 

：由函コントロ-ルハ*ネル 
$錶マィネ 7 トワ-ク 



1 A フトフトス 




si 個のオブジ I クト（ディスクの空き領域 

:: 1.16 MB : 

> |224 KB 

| 段マイコンビ ：ん 


E 管理 pc から本装置に□グインする際のパス 
ワードを設定する。 

①初めて設定する場合は本装置に添付の 
「 root パスワード」に記載されたパスワー 
ドを入力する。 

(D admin で□ク'インする場合のパスワード 
を設定する。 

③ ©で入力したパスワードを入力してパス 
ワードの確認をする。 

④ [次へ]をクリックして次に進む。 


辨在設定されて L ゐ音理者の){スワー! i を入力じ！: くだ固^ 
ho 確‘のため、 2 度入力します。） ' 


a ワード？入力してくださ 


管理者パスワード 
(初めて導入する埔合は、添付のカードに記載されて l 'ます。〉 
バスワード 


I本本本本本本本本 




新以^管理者パスワード 
新しいバスヮード I 辦爾 

再入力〉 |本本本本本本— 


關 


必要事項を入力した 6 、 r ; 欠へ_を押してください。 

fc ぐ黯感 


汶へ妙 〉 i キゃンセル| 

④-- 


パスワードは画面に表示されない（「*」で 
表示される）ため、タイプミスのないよう 
に注意する 


® ネットワークの設定をする。 

ここで設定する情報は LAN ポート1(システム 
からは ethO ポートとして扱われます）に対す 
るものです。 LAN ポート2 ( ethl ) は初期導入 
のセットアップを完了後 、 Management 
Console の[システム]—[その他]—[ネット 
ワーク]で設定できます。 

①タイプミスのないように各値を入力す 
る。 

( D セカンダリネームサーバが存在する場合 
のみ入力する。 

③[次へ]をクリックして次に進む。 

® [完了]をクリックする。 

入力した内容がインストール/初期導入設定用 
ディスクに書き込まれます。設定完了のメッ 
セージが表示されるまでフ□ッピーディスク 
ドライブから取り出さないでください。 

設定内容を変更したいときは、[戻る]をク 
リックしてください。 




凶 


F ットワークの設疋を行 I ぼす。 
項目 I こデータを入力じ C くださ U 


I - 
I ^ 


I ~ 
I - 


ホスト名 ( FQDN ) 

IP アドレス 
サブネットマスク 
デフォルトゲ-トウエイ 
ブライマリネームサーパ 
セカンダリネームサ-パ 


必要事項を入力した 6 、「;欠へ ( N »」 を押してください。 


I - 
I ^ 


① 


② 


<戻る®丄次へ ( N ) ) _キャンセル」 


「完了佬押すと、 fe 定を売了して、悄報をディスクに喾き出します。 




「充了」を押すと、設定を充了してディスク!こ情報を書き i 


S [〇 k ] をクリックし、インストール/初期導入設 

定用デイスクをフ□ッピーデイスクドライプか 設定柳期導人設定用ディスクに保存しました。 

^ ^ j |jj ^ i - (之乏<アントのアクセス制限は Manacemerrt Console で 


:情辭書き^^ 

< RS ( E | ^ . WT： j トンセル」 


インストール/初期導入設定用ディスクは再 
セットアップの際にも使用します。大切に保管 
してください。 


二とます: 

T E 


1 I 


T 


m 入設定情報を口-ドする 


インストール/初期導入設定用ディスクの内容を本体にロー ドして初期セットアップをしま 
す。詳しくはユーザーズガイドの3章を参照してください。 


[ E 本装置の LAN ポート1コネクタ （ ethO ) とネッ 
トワーク環境として使用する HUB に LAN ケー 
ブルが接続されていることを確認する。 

® ステップ6で作成したインストール/初期導入 
設定用ディスクがライトプ□テクトされてい 
ないことを確認して、本体のフロッピーディ 
スクドライブにセットする。 

[3] 本体の電源を ON にする。 

3分ほどで完 


セツトアップを開始します。2- 
了します。 



LAN ポート1コネクタ （ ethO ) 


E フロッピーディスクドライブのアクセスランプが消灯していることを確認して、インストール/初 
期導入設定用ディスクを取り出す。 

セットアップに失敗した場合はビープ音を鳴らした後、自動的に電源が〇 FF ( P 0 WER ランプ消灯） 
になります。その場合は、 Windows の「メモ帳」などを使ってインストール/初期導入設定用ディス 
クに書き出されるログファイル 「 logging . txt 」 を開いてエラーメッセージを確認し、トラブルの解 
決を試みてください。 

エラーメッセージの意味については、ユーザーズガイドの3章「システムのセットアップ」一「セット 
アップに失敗した場合」を参照してください。それでも解決できない場合は保守サービス会社にお 
問い合わせください。 


® 添付のフロントべゼルを取り付けてセキュリ 
ティキーでロックする。 

セキュリティキーは大切に保管してくださ 
い0 
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システムに□グインする 



クライアント PC の Web ブラウザからネットワークを介してシステムにログインします。詳 
しくはユーザーズガイドの4章を参照してください。 

H クライアント PC 上で Web ブラウザを起動する （ Web ブラウザは 、 Microsoft Internet Explorer 5.5 
SP 2( 日本語版） • Microsoft Internet Explorer 6(日本語版)く推奨〉 • Netscape Communicator 
7.0 以降（日本語版)のいずれか)。 

@ Web ブラウザの設定を確認する（「プロキシを経由させない」 • 「キャッシュ機能を使用しない」）。 


[ E 「アドレス（または場所など)」に 「 https ://< 本 
装置に割り当てた IP アドレスまたは FQDN 〉： 
50453/」と入力する。 

E [システム管理者□グイン]をクリックする。 


® ユーザー名に 「 admin 」、 パスワードにはセツ 
トアツプ時に指定した管理者ノ \°スワードを入 
力する。 



管理者用のトップページが表示されます。 




''' 、. ば 1 

Management Console は、 Web フラウザを介し、造 B5 地から 
^Appliance Server の各棰サービスやシステムなどの設定/管理を行3ツールで 


Express 5800 /CS500b(N 8100-1096) 
Version 3.1 
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各種セツ トアップをしてシステムをアツプチ • 



Web ブラウザに表示された画面からさまざまなシステム設定ができます。詳し 
ズガイドの4章を参照してください。 

プロキシサーバの状態確認や設定、フィルター設定、| 

スケジュールダウン□ー ド設定をする- 

時刻調整や SNMP を使った管理機能の設定、 
telnet □グインや WPAD サーバの設定をする—— 

アプリケーションのアップデートやソフトウェア 
のインストールをする- 

システムのシャットダウン/リセットや状態表示、 

その他詳細設定をする- 

別売の Helix Universal Server/Helix Universal 
Proxy に関するセットアップをする- 

□グイン時のセキュリティ設定やアクセスを許可 
する待ち受け IP の制限をする- 


■卜する 

<はユーザー 


プロキシ 

暇‘-ビス 

、ゥケ-ジ 

システム 
Helix 

S" Administrator 

pjL^Z M ^ n^gement 
歡 r ^ Console 





本装置のシステムを最新の状態にアップデートします(購入時のシステムバージョンによってはアップ 
デートをする必要がない場合もあります）。詳しくはユーザーズガイドの4章を参照してください。 


[ E システム管理者メニューのをクリックする。 

@ [オンラインアップデート]をクリックする。 

® [ユーザ認証]に必要な項目を入力し、[送信] 

をクリックする。 

基本サボートサービスを購入された場合のみ 
入力してください。サービスを購入していな 
い場合は、何も入力せずに[認証しない]をク 
リックしてください。 


LB 


基本サボートサービスを搞入済みのお客様は、正を行うこと 
でI薄入者のみに公閉されているアップデートモジュールを適用 
することができます。未搞入のお客様は「3!正しない」をクリッ 
クしてください。 

お客様番号： 


登錄上の分類 （1- 
3 ): 


公開されているアップデートモジュールの一離ワ-ド： 




覧が表示されます。モジュールを選択して[適 
用]をクリックしてください。以降がメッセー 
ジに従って操作してください。 


取待用 proxy アドレス： 
取待用 proxy ボート： 


] 


I送 f 言]丨正しない I 
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ESMPRO / ServerAeent の設定を T 3 


本体の状態を監視するソフトウェア 「ESMPRO/ServerAgentJ がインストール済みで 
す。ファンやマザーポード、八ードディスクドライプ、本体の温度などを監視するこのソフトウェアの 
設定（しきい値やイベントの通報先)をします。 

詳しくは、バックアップ CD にある ESMPR 〇 / ServerAgent ユーザーズガイドを参照してください。 

く ノ\、ツクアツプ CD - ROM >:/ nec / Linux / esmp 「 o . sa / doc / use 「 s.pdf 

接続に使用するクライアントマシンによっては i ° 卜線が文字化けすることがありますが、それぞれの機能 
は問題なく動作します。 


管理コンピュータのセットアップをする 

本装置をネットワーク上から管理 • 保守するソフトウェアを管理コンピュータにインストー 
ルします。ソフトウェアは、本体に添付の 「EXPRESSBUILDER (SE) CD-ROMJ に含まれていま 
す。管理コンピュータの CD-ROM ドライプに 「EXPRESSBUILDER (SE) CD-ROMJ をセットす 
ると表示される「マスターコントロールメニュー」からそれぞれインストールすることができます。詳し 
くはユーザーズガイドの2章または5章を参照してください。 


以上で完了です。 








































































































































































































